
■ プログラム

第 1 会場（204）

開会挨拶　 8:50 ～ 9:00

Oral Session 1　Bradycardia/Devices 1 9:00 ～ 10:00

座 長：舛元　章浩（福岡記念病院循環器内科） 
河野　律子（産業医科大学医学部不整脈先端治療学）

ディスカッサー：深田　光敬（九州大学病院血液・腫瘍・心血管内科） 
田中　敬士（飯塚病院）

O1 	� 脳出血後の非痙攣性てんかんによる ictal asystole の 1 例：ペーシング治療は必要
か？

岩垣　‌端礼（北九州市立八幡病院‌循環器内科）

O2 	� 高度な右房拡大および三尖弁形成術後で右室リードの経静脈的挿入が困難なため心
臓外科手術時に心臓再同期療法を行い、その後完全皮下植込み型除細動器植込み術
を施行した 1 例

御手洗‌和毅（大分大学‌医学部‌循環器内科・臨床検査診断学講座）

O3 	� 若年の経静脈植込み型除細動器（TV-ICD）患者を完全皮下植込み型除細動器（SICD）
に変更しておくことの是非について～リードマネージメントの観点から～

川原　‌勇成（熊本大学‌循環器内科）

O4 	� 皮膚縫合に変わる植込み型心臓電気デバイス（CIEDs）への新しい皮膚接合用テープ
の有効性

康　　‌憲史（宮崎市郡医師会病院‌循環器内科）

O5 	� Ratchet機序により除細動機能付き両心室ペースメーカの早期lead dislodgement
が生じた完全房室ブロックの 1 例

鶴崎　‌祐太（済生会熊本病院‌心臓血管センター‌循環器内科）

スポンサードセミナー 1 10:10 ～ 11:10

座長：熊谷浩一郎（福岡山王病院ハートリズムセンター／国際医療福祉大学）

高齢 AF 患者の治療：ANAFIE Registry・ELDERCARE-AF 試験のサブ解析より考える
奥村　　謙（済生会熊本病院心臓血管センター循環器内科不整脈先端治療部門）

共催：第一三共株式会社



教育セミナー１　 
最新のマッピングとアブレーションカテーテルを使いこなす 11:20 ～ 12:20

座長：熊谷浩一郎（福岡山王病院ハートリズムセンター／国際医療福祉大学）

ES1-1 	��進化する各種 3D mapping system を用いた新たなアブレーション治療
廣島　謙一（小倉記念病院循環器内科）

ES1-2 	�複雑心房頻拍に対する挑戦；最新のマッピングとアブレーションカテーテルを活かす
古山准二郎（済生会熊本病院‌心臓血管センター‌循環器内科）

ランチョンセミナー 1 12:35 ～ 13:35

座長：小川　　正浩（福岡大学病院循環器内科/臨床検査部）

高齢心房細動患者における抗凝固薬適正使用～J-ELD AF registry を踏まえて～
髙橋　尚彦（大分大学医学部循環器内科・臨床検査診断学講座）

共催：ブリストル・マイヤーズ スクイブ株式会社／ファイザー株式会社

教育セミナー２　上室性頻拍の鑑別法 13:45 ～ 14:45

座長：中村　俊博（九州医療センター循環器内科）

ES2 	� 上室性頻拍の鑑別法
山部　浩茂（‌新古賀病院‌循環器内科）

ベストアブストラクト賞選考セッション　 14:55 ～ 16:15

座　長：安部　治彦（産業医科大学医学部不整脈先端治療学） 
　　　　髙橋　尚彦（大分大学医学部循環器内科・臨床検査診断学講座）

審査員：古山准二郎（済生会熊本病院心臓血管センター循環器内科） 
　　　　竹本　真生（製鉄記念八幡病院循環器内科） 
　　　　園田浩一朗（佐世保市総合医療センター循環器内科）

BA1 	�左房ストレインと心房細動アブレーション周術期脳卒中との関連性の検討
田島 亜佳里（鹿児島大学大学院 心臓血管・高血圧内科学）

BA2 	�導電性ゲルを用いた焼灼実験を通してアブレーションチップデザイン・出力設定の
違いによる焼灼層をイメージする

黒田‌真衣子（小倉記念病院‌循環器内科）

BA3 	�左上大静脈遺残を有する心房細動症例への治療戦略の考察
原　　‌彩乃（福岡赤十字病院‌循環器内科）

BA4 	�大動脈冠尖からの対側アプローチにて治療を試みたヒス束近傍起源心室期外収縮の
1 例

渡邊　‌高徳（福岡市民病院‌循環器内科）



BA5 	� 完全大血管転移症の Senning 手術後の成人期に発症した心房頻拍に対して、バッフ
ル経由でカテーテルアブレーションを施行した症例

松浦　‌亮太（宮崎大学‌医学部内科学講座循環器・腎臓内科学分野）

BA6 	� 突然の Adams-stokes 発作で発症し多彩な心電図変化を呈した可逆性完全房室ブ
ロックの症例

岩﨑　‌良介（長崎大学病院‌循環器内科）

　

Oral Session 2　Bradycardia/Devices 2� 16:25 ～ 17:15

座　　　　　長：奥井　英樹（鹿児島市立病院循環器内科） 
　　　　　　　　菊池　　幹（JCHO 九州病院内科）

ディスカッサー：荒川　修司（長崎大学病院循環器内科） 
　　　　　　　　二宮　雄一（鹿児島大学心臓血管・高血圧内科学）

O6 	� 低左心機能患者に対するブリッジ治療としての WCD の実際
佐土原‌洋平（小倉記念病院‌循環器内科）

O7 	� アブレーション周術期管理におけるパークローズ止血デバイスの有用性
服部　‌悠一（久留米大学‌医学部内科学講座心臓血管内科部門）

O8 	� 運動時の変行伝導による S-ICD の誤作動に対して、トレッドミルで変行伝導を再現
しベクトル再設定を行うことで誤作動を回避できた 1 例

宮本　‌太郎（産業医科大学‌第２内科学）

O9 	� 心房粗動中に reversion 機能により不必要な心房ペーシングが入り対処に苦慮した
１例

金子　‌祥三（熊本大学病院‌不整脈寄附講座／熊本大学病院‌循環器内科）

　

表彰式・閉会挨拶　� 17:15 ～ 17:35


